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～ 自然の森をつくろう ～

国際ソロプチミスト利根ぬまた・県立尾瀬高校

低気圧の通過で心配していた雨もやみ、爽やか

な植樹日和となりました。国際ソロプチミスト利

根ぬまたでは自然環境保全の目的で、昨年に引続

き第２回ＨＡＮＤＩＮＨＡＮＤの活動を実施い

たしました。

活動日は２００６年９月２７日 苗木搬入の

都合で、希望日の２５日には間に合いませんで

したが、地元尾瀬の地に合った苗木（ヅミ、レ

ンゲツツジ、ウラジロヨーラク）計２５本を県

立尾瀬高校に贈呈、尾瀬高校環境科の生徒及び

先生と会員有志２５名で放課後簡単なセレモニ

ーの後、校内の自然植物園に植えました。

この植物園は環境科の生徒が管理している

土地で広さ 6000 ㎡の中の広い空き地は、穏やか

な日の光に満ち静閑な雰囲気に包まれた所で、

苗木にとっては絶好の場所でした。

生徒たちは１本、１本苗木に願いをかける様

に愛おしんで植えました。

銘 板

会長がまず一本目を植樹

このくらい掘ればいいかな？



やがて苗木が木々となって繁る頃

豊かな林、森がつくられ

鳥や虫が住み、

すばらしい自然環境が

うまれる事でしょう。

まさに銘板に記したように、

「われわれは自然の一部であり

自然もわれわれの一部である」ことを

改めて実感できた一時でした。

もう少しこっち、そうそう。

卒業後の進路は？

大学に進学して環境のことを学びたいと

思います。

ご苦労さまでした 全員で記念撮影
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「命の尊さ伝えたい」ソロプチミスト利根ぬまた会員 尾瀬高生と幼木植樹

日本東リジョンのハンドインハンド事業の一環として、国際ソロプチミスト利根ぬまた（会長萩原

今子）の会員が尾瀬高校自然植物園で同高校生とともに、植樹活動を行った。ハンドインハンド事

業はアジアの子供達とともに地球へ植樹を通じて地球規模の命の尊さを確認する為、昨年から行わ

れている事業で、今回が２回目、尾瀬ケ原に野生種があるレンゲツツジ、ヅミ、ウラジロヨーラク

の幼木２５本を植樹した。



広瀬 裕介

今回ソロプチミストの方々と一緒に植樹を行

ズミ・ウラジロヨウラクの３種類です。 学校

ソロプチミストの方々と協力して作業を行え

した苗がどう生長していくのかという未来へ

もありますが、Ｓクラブ会員とともに管理を

ます。そして今回植樹した苗に負けないように

今泉 裕二

今回、初めてのソロプチミスト記念植樹に参

ジロヨウラクの３種類を植えました。ブナ以

得た、土のかけ方や、土を掛けた後に木を揺

きの経験が役に立ちました。植樹した後はと

植えた木はこれからちゃんと育つのか？」「ど

からこの植えた木がどのように育つのかが楽

験になりました。

中野 加奈子

私たち G-nec クラブのメンバーは、ソロプチ

る自然植物園で、ズミ・ウラジロヨウラク・

IN HAND という言葉を知りませんでしたが、今

です。アジアの子供たちの為に、私たちが少

をテーマに、ソロプチミストと G-nec クラブの

ことが、これからのそれぞれの活動の励みに

長するように祈っています。そして、HAND I

入沢 美希

今回ソロプチミストの植樹に参加し、始めの

品村に住んでいて、当たり前のように樹が私

壊が進んでいる世界が数多く存在すること。

ができました。今はとても小さく弱々しい樹

て欲しいと思います。今回植えたレンゲツツ

程を、この高校生活３年間の中で見守ってい

樹に参加できて得たものを今後につなげてい

藤井 晶子

私が今一番興味を持っているのは「植物」で

んでした。「今度、ソロプチミストの人が来

の植樹に携わることになって、自分のことに

ました。それは、世界平和を強く願う気持ち

さっているように、私も、もっと広い視野を

ます。今回植えた木が、上に上にと、力強く

気持ちを込めて世話をしていきたいです。私

げていきたいと思っています。
HAND IN HAND 記念植樹の感想・群馬県立尾瀬高等学校
いました。 みんなで植樹した木の苗はレンゲツツジ・

の授業の一環でブナの植林をしたことがありましたが、

、とても有意義な時間を過ごせたと思います。今回植樹

の期待や、ちゃんと育ってくれるかというわずかな不安

し、しっかりと力強く根付いた木に育てあげたいと思い

私たちもしっかりと力強く成長してきたいと思います。

加しました。植樹した木は、レンゲツツジ・ズミ・ウラ

外に植樹したことがなく、ここでブナの植林をしたとき

すり、土を根っこに絡ませるというブナの植林をしたと

ても気持ちよく、もっと植えたいと思いました。「この

うなるんだ？」と心配になる部分もありました。これ

しみです。今回このような記念植樹をしてとてもいい経

ミストの方々と一緒に植樹をしました。いつも身近にあ

レンゲツツジの３種類を植えました。今まで私は、HAND

回の植樹でその言葉の意味が分かって本当に良かった

しずつでも何かしなければなりません。HAND IN HAND

２つのボランティアクラブが共同で植樹をするという

なると思います。今回植えた３種類の木々が、立派に生

N HAND の輪が広がっていくことを望んでいます。

会長さんのあいさつを聞いて、今までは、自然豊かな片

の周りにはありました。でも目を世界に向ければ自然破

それによって、世界の子供達が苦しんでいると気づく事

だけれど、これからいっぱい太陽をあびて大きく成長し

ジ・ウラジロヨウラク・ズミが元気に大きく成長する過

けたらいいなと思っています。今回ソロプチミストの植

きたいと思います。

すが、「植物」から世界に思いが広がるとはおもいませ

校して一緒に植樹をするぞ。」この一言から HAND IN HAND

必死になりすぎて、忘れてしまっていたことを思い出せ

です。ソロプチミストの方々が私たちを応援してくだっ

持って、人のために行動出来る人になりたいと思ってい

育っていく姿と一緒に、思いやりの心が育まれるよう、

の中に芽生えた優しい思いを種に詰め、手から手へと広


